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☆第６回大会実施要項 The Outline of the Debate Contest                    
 
第６回兵庫県高校生英語ディベートコンテスト 

The 6th Hyogo Prefecture Senior High School English Debate Contest 
 

 

１．趣 旨： 英語ディベートは、英語を「聞く」「話す」「読む」「書く」という技能に加え、 
「論理的に考える」力も必要とする総合的な英語コミュニケーション能力向上の 
学習手段です。当英語部会は、この英語ディベートを本県の英語教育発展の一つ 
の有効な手段ととらえ「兵庫県高校生英語ディベートコンテスト」を開催します。 
このコンテストが、生徒たちの英語力向上のきっかけとなるだけでなく、現代 

       社会の様々な問題に対処する力を身につける一助となればと願っています。 
 
２．主 催： 兵庫県高等学校教育研究会英語部会  

兵庫県高校生英語ディベートコンテスト委員会 
 
３．後 援： 兵庫県教育委員会 
       神戸市教育委員会 
       神戸市外国語大学 

 
４．協 賛：  GTEC for STUDENTS(株式会社ベネッセコーポレーション) 

                OUP（オックスフォード大学出版局） 
                STEP (財団法人 日本英語検定協会) 
 
５．日 時： 平成２５年２月１０日（日）８:００～１６:５０ 
６．会 場： 神戸市外国語大学（神戸市西区学園東町９－１） 

 
７．参加条件：(1)県内の高等学校または高等専門学校の３年までに在学する生徒。中等教育 

学校においては４年から６年に在学する生徒。 
       (2)英語のネイティブ・スピーカーは不可。 
       (3)以下の条件のものはチームに１名まで認める。 
         (a)英語を第１言語とする国で 10 カ月以上滞在経験のある生徒 

(帰国後５年以内) 
         (b)英語を第２言語とする国の出身である生徒 
         (c)家庭で常用的に英語を使っている生徒 

 
８．チーム構成：１校１チームとし、１チーム３～４名。各チーム補欠を含め登録は５名までとする。 
        第６回大会は２１校にて実施する。 

 
９．対戦方法：(1)「くじ」により４ブロックに分かれ、予選を行なう。 
       (2)各ブロックの上位２チーム、計８チームが決勝トーナメントへ進み、優勝を決める。 
       (3)予選は肯定・否定を各１試合行い、決勝トーナメントでは「くじ」により肯定・否定を

決定する。 
 

１０．論 題： " Japan needs nuclear power plants." 

「日本には、原子力発電所は必要である。」 

 
１２．表 彰：１位、２位、３位チーム(２チーム)を入賞とし、賞状とトロフィーまたは楯、及び副賞を 
       授与する。 
 
１３．ルール抜粋：(1)立論においては、論点を３つ提示すること。審査の観点は、内容(６点) 

証拠(６点)、英語(３点)である。 
         (2)尋問及び反駁は必ず３名が関わって行なうこと。 実行されぬ場合、各領域で３点減

点する。審査の観点は、尋問が内容(６点)、英語(３点)、反駁が内容(６点)、証拠(６
点)、英語(３点)、総括が内容(６点)、英語(３点)である。以上合計得点を４８点と
する。 

         (3)反駁及び総括においては、新しい論点(New Argument)の提示は認めない。 
 
 



                                                    

 

☆大会スケジュール The Schedule of the Debate Contest                 

２月１０日（日） February 10, 2013  於：神戸市外国語大学 At Kobe City University of Foreign Studies 

        ■７：３０      運営委員集合(学舎３０２教室) 

  ８：００         

 

 

 

 

 

 

９：００ 

        

           

 ９：３０ 

                            

１０：００ 

 

 

１１：００ 

 

 

１２：００ 

 

 

１３：００ 

 

 

１４：００ 

 

 

１５：００ 

 

 

１６：００ 

 

 

 

 

 

 

 

８：００～８：３０(学舎 1F ﾗｳﾝｼﾞ･大ﾎｰﾙｴﾝﾄﾗﾝｽ) 

審査員・出場校受付 Registration 

８：３０（学舎 208 教室 1
st

 Gakusha-Building 208） 

審査員会議 Judge Conference 

８：３０（大ﾎｰﾙ Main Hall） 

    生徒向け説明 Guidance 

 

９：００～９：２０ （大ﾎｰﾙ Main Hall）  

    開 会 式   Opening Ceremony 

９：４０～１０：２０ （学舎３・４階 303～309, 403～407） 

    予選第１試合 Preliminary Round 1 

１０：３５～１１：１５（学舎３・４階 303～309, 403～407） 

    予選第２試合 Preliminary Round 2 

１３：２５～１４：０５（学舎３・４階 303,307, 403,407） 

    準 々 決 勝 Quarterfinal Round 

１３：００ 決勝トーナメント発表（大ﾎｰﾙ Main Hall） 
  Announcement of Final Tournament 

１２：１０～１３：２０ 

     昼 食 

Lunch Break 

決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ会議 

Final Tournament Conference 

１４：２５～１５：０５  （学舎４階 406,408） 

    準 決 勝  Semifinal Round 

             

１５：３０～１６：１０  （大ﾎｰﾙ Main Hall） 

    決   勝  Final Round 

１６：３０～１６：５０  （大ﾎｰﾙ Main Hall）  

    閉 会 式  Closing Ceremony 

  表彰・講評・優勝校インタビュー・写真撮影 

９：２０～９:４０ 

学舎３･４階へ移動 
    Break   

１１：３０～１２：１０（学舎３・４階 303～309, 403～407） 

    予選第３試合 Preliminary Round 3 

１６：１０～１６：３０ 

    審査会議 

   Judge Conference 

※準々決勝以降の試合は、

試合開始５分前に、各会場で

の抽選により、AFF／NEG を決

定する。参加チームは試合開

始５分前に遅れないよう各

会場に集まること。 


